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1. はじめに

近年はコンピュータの発展を受けてさまざまな分野の
機器類がデジタル化している。その流れの中にあって，
身体・体力を測定するための機器類は人体から働きかけ
る部分があるため，完全にはコンピュータによる測定に
置き換えられない。しかも，その部分が機器の本質を担
うことが多い。身体・体力測定を客観的・科学的に行う
ことは，国民の健康管理のみならずアスリートのトレー
ニング効果を的確に把握するためにも重要である。身体
のどの器官のどういう能力や機能を測るのが適切か，そ
してそれをどのようにして測ればよいのかという方法論
は決して自明な事項ではなく，現在でも研究により開発・
検討が継続されている。今日でもさまざまな“体力”が
アイデア豊かに測定されているが，従来は“体力そのも
の”は盛んに検討する一方で，それを測定するための機
器の歴史・変遷などについては顧みられることが少な
かった。そこで本研究では，握力計や背筋力計を中心と
する古くから用いられてきた体力測定機器の日本におけ
る製造・使用の歴史を遡り，海外から日本への導入過程

までを捉えることを目的とする。さらに，その作業を通
して，日本に現存する歴史的に価値ある測定機器の保存
状況も報告する。

2. 第二次世界大戦後から現在に至る力
量計

第二次世界大戦以降，日本で最も広く使用されている
力量計は，竹井機器工業株式会社の機器であると推察さ
れる。同社は，現行の文部科学省新体力テストの測定項
目に対応した諸測定機器の開発・普及も広く行っている。
最近も体育学や運動生理学の研究者と協同で，様々な機
器を開発・販売している。しかし，同社が身体・体力測
定機器の製造に携わることになったいきさつは，一般に
あまり知られていない。竹井機器工業株式会社（以下，
竹井機器工業）が現在の社名になったのは 1952 年であ
るが，それ以前は竹井製作所という社名で，1927（昭和
2）年から心理学の実験機器を中心に体育関連の機器も
製造してきた。竹井機器工業の現在（2014 年時点）の
会長竹井照雄（あきお）氏は二代目社長で，1968 年 10
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月に先代社長（竹井製作所の創業者）を継いで社長に就
任した。以来 36 年間社長職にあり，2004（平成 16）年
4 月に退き初代会長となった（吉村，2013）。これまでに，
竹井照雄会長へインタビューを行った内容が報告されて
いるが（辻ほか，2010），この中で竹井機器工業が体育
関係，特に体力測定機器の製造に大きく舵を切ったいき
さつが語られている。要点を以下に示す。

1964 年の東京オリンピックで思うように成果が上が
らなかったことを受け，文部省が日本体育協会と話し合
い，早くから潜在能力のある子どもを発掘しトレーニン
グしていく方針を出す。そのためには新しい基礎体力の
測定項目及び測定検査器を整備していかなければならな
い。同社は新測定項目に適合する検査器に対し試作段階
から関わっていたため，最終決定後は全社あげて各測定
機器の製作とこの活動の PR に取り組んだ。

1970 年頃に竹井機器工業が製造していた握力計や背
筋力計がどのようなものであったかを知るには，現状で
は当時の機器カタログが有益な情報元となり得るが，同
社のカタログ制作はかなり遅れ，冊子体のカタログは
1970 年代後半から作られ始めた。『保健体育用測定器具
77』が同社の最初の冊子体のカタログで，タイトルどお
り 1977 年に発刊された。そこに掲載されている握力計
と背筋力計を図１に示す。この機器を見る限り，被計測
者が持ったり握ったりするインターフェイス部分は，ス
メッドレー（Smedley）式のもので，現在同社が販売し
ている機器の形状とほとんど変わらない。

同社がこの機器以前から握力計を作っていたことは，
竹井機器工業製造品データベース（「実験心理学ミュー
ジアム」http://mep.i.hosei.ac.jp/ の一部）から知ること
ができる。このデータベースは，竹井機器工業の 1977
年以降のカタログ掲載品のみならず，それ以前に製造さ
れた機器の写真（同社の新潟本社工場に保管されている
機器納入前に撮られた写真）をデータ化している。この
データベースの中に，図１より古い握力計が 3 点含まれ
ている（図２）。左の写真（a）は 1971（昭和 46）年に
撮影されたものであるが，写真の下には ｢ 大型握力計　
46.7.27｣ と記載されている。50 kg から 200 kg まで測定
できる点が「大型」との名称を付けた理由であると推察
される。（b）はヤマハ音楽振興会に納品された「握力
計（10 kg）」であるが，納品先から察するに，ピアノな
どの楽器演奏に必要とされる握力を測定する目的で発注
された特注品と思われる。10 kg までしか測れないのは，
主に幼児を測定対象としていたためであろう。この機器
の写真は 1974 年の撮影であり，（a）より遅れている。（c）
は「試　センサー握力計」とあり，前の 2 つとはまった

く測定方式の異なるものである。撮影時期から判断すれ
ば，1974 年という日本における体力測定機器の開発・
販売が始まったかなり早い時期に，試作品とは言え，セ
ンサーを用いた握力計が作られていたことになる。図１
に示す握力計（製品番号 1201）を含め，図 2（a）（b）も，
スメッドレー式である。これらのことから，当時の握力
計は「スメッドレー式」が一般的であったと推察できる。

3. 昭和初期の握力計と背筋力計

前節冒頭で示したように，竹井機器工業は 1952 年以
降の社名であり，それ以前は竹井製作所という名称で
あった。現会長の父である竹井七郎氏が，1927（昭和 2）
年東京品川区五反田に創業した会社である。竹井製作所
時代の製造品についてはカタログがなく現存する機器類
から探らざるをえないが，筆者らの調査ではこれまでに
竹井製作所の握力計・背筋力計は確認されていない。他
方，山越工作所，島津製作所，安藤研究所などが握力計・
背筋力計を製造していた証拠がある。山越工作所と島津
製作所については，当時の製造品カタログから製造が確
認されており，安藤研究所製の握力計については，現物
が法政大学文学部および新潟大学人文学部に保存されて
いる。

3 社のうち最も多くの種類の握力計を製造していた山
越工作所は，創業が 1879（明治 12）年で，初代山越長
七が東京下谷区に興した民間企業である。初期には人体
解剖模型など医科学模型の製作を行っていたが，大正年
間に入り二代目長七が同社を引き継いでから身体・体力
測定機器の製造を開始している。同社は，二代目長七が
第二次世界大戦終結と時を同じく死亡したあとは企業活
動が衰え，現在は存在していない。しかし，山越工作所
の当時の製造品については充実したカタログ情報が残さ
れている。

山越工作所の身体・体力測定機器を掲載した機器カタ
ログは複数あるが，現在閲覧可能なものは 3 冊である。
3 冊中 2 冊は，1931（昭和 6）年と 1933（昭和 8）年に
続けて作られた初版と第二版の関係にある実験心理学機
器関係のカタログである。1931 年のカタログ・タイト
ルは『実験心理学器械目録』，1933 年のものは『実験心
理学生理学器械目録』（改訂第二版）と，若干タイトル
は違っているが，初版と改訂版の関係にある。残る 1 冊
は，1932（昭和 7）年に作られた『体力測定並に身体検
査器械目録第 1 輯』（改訂第 6 版）で，題名からも身体・
体力測定機器を集めたカタログではあるが，このカタロ
グには握力計と背筋力計がそれぞれ 1 機種しか掲載され
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ていない。それと比較して，1933 年の『実験心理学生
理学器械目録』（改訂第二版）には，表 1 に示すように
複数種の握力計と背筋力計をはじめ力量計関連の機器が
数多く掲載されている。したがって本稿では，このカタ
ログ情報を参照して検討を進める。なお，紹介した 3 冊
のカタログのうち，1931 年の『実験心理学器械目録』
は関西学院大学の心理学研究室が所有しており，他での
存在は確認されていない。それに対し，1932 年の『体
力測定並に身体検査器械目録第 1 輯』（改訂第 6 版）と
1933 年の『実験心理学生理学器械目録』（改訂第二版）
は目録作成当時に国会図書館に納本されていたため，現
在では国会図書館のデジタル・アーカイブで閲覧できる。
『実験心理学生理学器械目録』（改訂第二版）によると，

山越工作所は 1933 年頃までに，身体・体力測定機器を

37 種も製造していた。カタログ中では，｢ 運動 ｣ と「身
体検査器械 ｣ の 2 つの目次項目に分けられており，うち
29 種類を占める「運動」項目に掲載されている機器類
はさらに「力量」｢ 速度 ｣｢ 運動調節 ｣「反応」に 4 分類
されている。機器名の中に，人名が冠されたものも散見
されるが，欧米の人名の場合は，その機器の発案・製作
に貢献した研究者名である。冠されているのが日本人名
の場合は，欧米の機械を日本人研究者が改良したことを
意味する。「KY 式」とあるのは，山越自身による改良
品で，「KY」，すなわち「Yama-Koshi」の頭文字であろ
う。｢ 労研（式）｣ とあるのは，当時倉敷にあった労働
科学研究所が考案したものを山越工作所が製造・販売し
たものである。

表１を見ると，握力計の種類の多さが目立ち，2，3，4，

図１．カタログ『保健体育用測定器具 77』に掲載されている竹井機器の 1977 年頃の握力計（左）
と背筋力計（右）

図２．カタログ掲載される以前に竹井機器工業が作っていた握力計

（a）大型握力計
　　（1971 年納品）

（b）幼児用の握力計（10kg）
　　（1974 年納品）

（c）試作品のセンサー式握力計 
　　（1972 年納品）
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8 と 4 種ある。8 は背筋力計兼用のものを山越工作所が
考案したものだが，欧米の研究者たちが考案した握力計
を山越工作所は 3 種類（2，3，4）模造していたことに
なる。

指の力を測定する 1 の ｢ ティチナー氏指力計 ｣ は，現
在の体力測定からみると特異な測定部位であろう。1 以
外に 9 から 11 の 3 種類のエルゴグラムも指の力を測る
ものである。これらは，指の最大力というより指に負荷
をかけた状態での持久力や反復精度などを通して疲労や
適性を測定するものであった。

心理学分野においても身体測定や体力測定，身体の安
定度や器用さの測定が必要であるため，古くから力量計
は利用されてきた。筆者らが行った日本心理学会の心理
学古典機器調査の結果，1930 年頃（昭和初期）に山越
製作所が製造した握力計や背筋力計が数点現存している
ことを確認している（図３に示した「KY 式背筋力計」
は関西学院大学の他，東北大学でも確認されている）。

山越工作所の握力計も，関西学院大学と東北大学にス
メッドレー式のものが 1 台ずつ残されている。ただし，
これらの現存品には山越が第二次世界大戦後に使用して
いた ｢KYS｣ の社名が書かれていることから，第二次世
界大戦後のものと判断される。ちなみに，関西学院大学
には表１にある「KY 式モッソー・デュボア氏力量計（エ
ルゴグラフ）」と「労研式キネマトメーター」も残され
ている。島津製作所もスメッドレー式とコリン式の 2 種
類の握力計を製造していたが（島津カタログ 1936 の ｢5-
424　スメッドレー式握力計 ｣ と「5-425　コリン式握力
計」），筆者らの調査で，このうちコリン式握力計が新潟
大学人文学部に現存することを確認している。島津製作
所創業記念資料館の ｢ 展示品リスト ｣ には，｢ 指力計

（Cattell’s Finger-Dynamometer）｣ が登録されている。
図３には，現存品として，関西学院大学に残る背筋力計
と法政大学が所蔵する安藤研究所のスメッドレー式握力
計を示した。

4. モデルとなった欧米の機器類

1930 年頃に山越工作所をはじめ 3 社が製造していた
機器類は，欧米の機器の模造品とその改良品であった。
したがって，起源探索のためには，欧米の機器に関する
情報も必要となる。20 世紀のはじめ，科学に用いる実
験機器や測定機器を製造した欧米の会社のカタログは，
現在，Max-Planck 研究所が開設している「The Virtual 
Laboratory」というウェブページで閲覧可能である。そ
の中から，身体・体力測定機器を製造していたシカゴの
Stoelting 社の 1930 年カタログとドイツのライプチッヒ
とベルリンにあった Zimmermann 社の 1928 年カタロ
グを対象に，山越工作所が模造した握力計や背筋力計の
オリジナル品について検討する。

表２に，両社のカタログに掲載されている力量計
（dynamometer）を一覧表示した。Stoelting 社（1930）
のカタログには 10 種類，Zimmermann 社（1928）のカ
タログに 7 種類が掲載されている。両社の重複は，
Collin 式握力計のみである（2 と 11）。山越工作所でも 8
種類の力量計を製造していたが，2 つを除き欧米 2 社の
どちらかに対応品がある。表 2 の右欄に欧米機器に対応
する山越の機器を示した。山越工作所の「牽力押力計」
には欧米の研究者名が冠されていないが，Stoelting 社
と山越工作所のカタログを照らし合わせると，コリン氏
握力計に牽引と押力用アタッチメントを付けたものが山
越の「牽力押力計」だと推測できる。欧米 2 社に該当品
のない ｢KY 式背筋力計 ｣ と「握力力量計」は，ともに

番号 機器名 下位分類

1 テイチナー氏指力計 力量
2 コリン氏握力計 力量
3 スメッドレー氏握力計 力量
4 ウルマン氏握力計 力量
5 牽力押力計 力量
6 KY式牽力押力計 力量
7 KY式背筋力計 力量
8 握力力量計 力量
9 モッソー氏力量計（エルゴグラム） 力量
10 デュボア氏力量計（エルゴグラム） 力量
11 KY式モッソー・デュボア氏力量計（エルゴグラム） 力量
12 淡路氏回転脚力計 力量
13 足の力量計 力量
14 打叩度数計 速度
15 淡路氏把手回旋検査器 速度
16 棒挿盤 速度
17 糸挿検査具 速度
18 紐掛検査具 速度
19 不動性検査器 運動調節
20 フイップル氏辿路盤（トレイシングボード） 運動調節
21 淡路氏回転動作検査器 運動調節
22 顫動計（トレモメーター） 運動調節
23 狙準動作検査具 運動調節
24 ゾムメル氏三方向分解器 運動調節
25 直立安定検査器筋神力計 運動調節
26 落下式反応測定器 反応
27 メーデ氏選択反応測定器 反応
28 ベーン氏感覚反応測定器 反応
29 音声鍵 反応

30 マルチン氏人体測定器
31 自働式胸拡計
32 吉田式肺活量計
33 座高測定用腰掛
34 労研座高指極計
35 KY式身長計
36 自働式体重計
37 大串式体格栄養判定儀（体格計）

IX　運　動

XIII 　身体検査器械

表１．『実験心理学生理学器械目録』（改訂第二版）（1933）
に掲載されている身体・体力測定器具・機器類
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山越工作所による改良品である。「KY 式背筋力計」は
機器名に冠された「KY」から山越による改良品とわか
るが，｢ 握力力量計 ｣ は，山越が新案登録を行っている
こととカタログにおける照合から，欧米にない山越独自
の改良品であると判断できる（この機器については 5 節
で改めて取り上げる）。以上の検討から，山越工作所は，
欧米機器をモデルに何種類かの模造品を製造していたこ
と，そしてそれらに改良を加えた独自機器を作っていた
と推察できる。

モデルがあったということは，そのモデルを手元に置
いて精査し，分解して研究するという過程を経ていたも
のと推察できる。すなわち，各メーカーが必然的に模造
のもとになったオリジナル品を輸入し，その現物を有し
ていたはずである。山越工作所自身がそれらを輸入して
いた証拠はあるが（後述する），実際に山越工作所が輸
入し解体した現物そのものは現存していない。他の現存
品を検索したところ，複数の輸入機器が現存しているこ
とが確認できた。Zimmermann 製の握力計・背筋力計
の 現 存 品 は な か っ た が，Stoelting 社 の 背 筋 力 計

（Dynamometer, Back and Leg）とほぼ同じものが京都
大学に保存されていることが確認できた。これは，カタ
ログ掲載のものと目盛り表示盤の形は違っているが，原
理的には同じ方式で，本体に Stoelting 社の刻印もある。
比較のため，図４に Stoelting 社カタログに掲載されて
いる背筋力計と，京都大学に残る機器を示す。京都大学
のものは，手を握る取っ手部分と足を置く踏み台，さら

に鎖部分を失っているが，機器の中
心部分はほぼ同じである。取っ手や
鎖を失った京都大学のものを見てい
ると，背筋力計というより，手を当
てる丸いハンドル部分が付いている
ことから握力計のようにも見える。
この部分について Stoelting 社カタ
ログには，「横に付いている 2 つの
ハンドルは肩の筋肉や太ももの内転
筋の強さを測る機能を付加するため
のもの」と説明されている。中心に
向かいハンドル部分を両手で押し込
むことで「肩の筋力」を測定し，ハ
ンドル部分を両太ももで挟んで中心
に向かって押し込むことで「太もも
の内転筋」の強さを測定する仕組み
である。Stoelting 社は，肩の筋力
を測定するためだけに表２の 8 を，
また太ももの内転筋を測定するため

だけに表 2 の 9 を製造していた。
なお，握力計・背筋力計の歴史的変遷の流れを追う作

業からは逸れるが，東北大学文学部には，パリにあった
Boulitte 社製の握力計が大小 2 台残されている（図５）。
これらは鋼鉄のみならず真鍮などで作られた芸術品のよ
うな握力計である。なお，これまでの調査結果からは，
この機器の模造品が日本で作られた形跡は今のところ見
受けられない。

5. 日本での改良品製作の意気込み

前節の表２から読み取れるように，山越工作所では欧
米機器の模造品とそれらの改良品を作っていた。真似る
ことで学ぶ点があったからこそ，改良品まで到達するこ
とができたのであろう。この点に関して，二代目山越長
七の貴重な証言が残っている。

山越長七が書き残した文章として確認可能なものはカ
タログでの挨拶文くらいしかないが，1933 年 1 月 19 日
の医科器械学会 1 月例会で行った実演混じりの講演録が
残されている（山越 , 1933）。そこでは，本論に直接関
係する握力や背筋力の測定についてかなり語っている。
その前半部分を，以下に要約する。

人間の力量を測るために昔から握力計が用いられてお
り，今では各学校に備えられている。しかし，握力だけ
で力の全てを知ることはできない。どうすれば全身の力
量が測定できるか。アメリカでは以前からコリンの握力

図３．1930 年頃（昭和初期）に日本で作られていた握力計・背筋力計の現
存品

山越工作所の「KY 式背筋力計」
（関西学院大学文学部蔵）

安藤研究所のスメッドレー式握力計
（法政大学文学部蔵）
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計の大型のものを用いて測っているが，検査条件が一定
されないなどの欠陥があり，よい成績が得られていない。
山越（自社）の考案品の中に，名前を背筋力計と唱えて
いるものがある。人体三百あまりの骨格筋の中の代表的
骨格筋は背筋群で，この力の強さにより全身筋力の強弱
が捉えられるのではないかということで，体育研究所と
倉敷労働科学研究所に長い間測定してもらった。その標
準測定値によれば，確かに背筋力によってある程度まで
全身筋力の力量を知ることができる（山越，1933，
p.348-349 を要約）。

こう述べたあと，握力計と背筋力計の改良に関する核
心部分の説明がなされており，以下のように要約される。

当時，日本で広く用いられていたのはコリン式の握力
計だが，使う際に手のひらが痛く，人によってはスメッ
ドレー式より数キログラム低い値になってしまう。ス
メッドレー式のさらによいところは，［図６右図にある

ように］カイモグラフに継続的に記録すれば時々刻々の
力量変化を記録できる点である。山越工作所（自社）は
スメッドレー式握力計を 130 円で輸入しそれを研究して
製品化して 35 円で販売している。それでも日本では高
価なので，測定原理が同じであることに目をつけて背筋
力計としても使えるよう工夫した（それが表２の 18「握
力力量計」である）。

ここに，前節に記した「模造のもとになったオリジナ
ル品を欧米から輸入していた」証拠が明示されている。
図６には山越工作所のカタログにあるコリン氏握力計と
スメッドレー氏握力計を示した。

6. 日本における力量計の最初期

本稿では力量計の中でも握力計と背筋力計に焦点を当
て，第二次世界大戦後（竹井機器工業）から昭和初期（山

番号 社名 原器械名 カタログ番号 山越工作所の製品名 

1 S dynamometer, Finger, Titchener's 19105 ティチナー氏指力計 

2 S dynamometer, Collins' 19111 コリン氏握力計 

3 S  上記の牽引と押力用アタッチメント 19112 牽力押力計 

4 S Dynamometer, Hand, Smedley's 19117 スメッドレー氏握力計 

5 S Dynmometer and dynamograph, Hand, Smedley's 19119 ‐ 

6 S Dynamometer, Back and Leg. 19141 ‐ 

7 S  上記の土台（足置き） 19142 ‐ 

8 S Dynamometer. Used for testing the shoulder muscles 19145 ‐ 

9 S Dynamometer. Used for testing the adductors of the thigh 19146 ‐ 

10 S Gnathodynamometer, Johnson's. For testing biting strength of jaws 19151 ‐ 

11 Z Dynamometer after Collin 1070 コリン氏握力計 

12 Z Dynamometer for Child 1071 ‐ 

13 Z Dynamometer after Sternberg 1072 ‐ 

14 Z Dynamometer after Andrew to push 1073 ‐ 

15 Z Dynamometer after Andrew to pull 1074 ‐ 

16 Z Dynamometer after Ulmann 1075 ウルマン氏握力計 

17 Z Dynamometer after Ulmann for push and pull 1076 ‐ 

18 ‐ KY 式背筋力計 

19   ‐ 握力力量計 

 社名欄の S は Stoelting 社、Z は Zimmermann 社を示す。 

 Zimmermann 社の製品はドイツ語表記されているものを筆者が英訳した。 

表２．Stoelting 社（1930）と Zimmermann 社（1928）のカタログに掲載されている力量計（dynamometer）
と山越工作所の対応製品
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越工作所など），さらに欧米からの輸入品へと遡った。
また，心理学での古典的機器調査を利用し，現存品の探
索も進めた。輸入品探索の際に参照した欧米 2 冊のカタ
ログは 1930 年頃のものだが，和暦でいうと昭和初期に
あたる。残存する資料・情報から推察すると，日本で使
われていた握力計や背筋力計の最初期は，さらに古いと
推定できる。

古典的心理学実験機器調査の資料からは，日本での握
力計使用開始時期を明治末まで遡ることができる。｢ 京
都帝国大学文科大学物品監守簿（心理学教室之部）｣ の
1912（明治 45）年 2 月の欄に「握力計（児童用）」2 台

を購入したと記載されている。しか
しながら，この現物は残っていない。

日本での使用起源はおそらく明治
の早い時期と思われる。記録を調べ
ると，1878（明治 11）年に体育教
育のために来日したお雇い教師
G.A. リーランドの滞日書簡に行き
着 く。 こ の 書 簡 を 検 討 し た 大 櫃

（1999）によれば，1879（明治 12）
年に学校における握力測定が日本で
初めて行われた。その年，体操伝習
所の 24 人と東京師範学校の 79 人を
対象に，それぞれ 2 度，活力測定が
行われ，活力統計検査調査報告が作
成されたとある。測定項目は，身長・
指極・上臀周・下臀周・胸囲・肺量・
体重・握力（右手・左手）・力量であっ
た。ここに握力の測定方法が明記さ
れているが，「諸局部測定用器械及
び測定図解」と題する図も合わせて
提示されており（大櫃，1999），そ
の中に 1879（明治 12）年当時に使
われていた「握力を測る器械」が描
かれている（図７）。この図から推
察すると，左右の縦長ハンドルを握
ることによりバネなどが引き伸ばさ
れ（あるいは縮められ），下方にあ
る目盛り盤の針が振れる仕組みのよ
うである。世界最初期の Régnier の
握力計をはじめ，これまでに検討し
たどのタイプとも違っている。大櫃

（1999）には図７に示した握力計を
使ったと思われる握力測定値が統計
表として示されているが，それは尺

貫法での記載である。この機器の目盛り自体が尺貫表記
されていたのか，それともキログラム表示を尺貫法に換
算して表記したのか。もし前者なら，日本で作られた握
力計である可能性が強まる。極めて注目すべき点ではあ
るが，大櫃（1999）はこの点までは言及していない。し
かし，これに先立つ大櫃（1990）に，解答に近づく記述
がある。1881（明治 14）年に開催された第二回内国勧
業博覧会の文部省教育陳列場に体操伝習所出品の箇所が
設けられており，その出品品リストの中に「握力験器　
鉄製（價五拾六圓参拾八銭七厘）米国製」と記されてい
る。当時，体操伝習所で使っていた握力計は，「米国製」

図４．Stoelting 社の背筋力計：同社の 1930 年カタログに掲載されている
図（左）と京都大学文学部心理学研究室に残るもの（右，発売・製造年不明）

図５．東北大学に残る Boulitte 社製の大（左）・小（右）2 台の握力計



40 吉村 ・林

だったのである。体操伝習所と東京師範学校で使われて
いた測定機器類が，2 つの学校を継承した筑波大学に残
されていれば検討はさらに進むところであるが，筆者ら
の調査によれば，現在の筑波大学には，第二次世界大戦
以前の古い測定機器類は確認されていない。

これと類似した握力計を，フランス Verdin 社のカタ
ログに見いだすことができる。図８がそれである。握力
値をカイモグラフに記録している様子も図示されてお
り，それにより測定方法も推察されるので，その図も合
わせて示した。このカタログの発行年は不詳だが，表紙
のあとに記述されているいくつかの挨拶文の最新の署名
年号が 1895 年であるため，1895 年からそれほど遅くな
い時期の発行と推察できる。さらに，同社の 1882 年の
カタログにはこの握力計が掲載されていないことから，
この握力計の開発時期は，1882 年以降 1895 年頃までと
推定できる。1882 年（明治 15 年）年以降の開発だとす
れば，1879（明治 12）年に体操伝習所と東京師範学校
で使われた図７の握力計は，それよりさらに古いことに
なる。

明治初期に使われていた亜鈴・球竿・棍棒などの体操
用具は，体育・教育の歴史を展示する筑波大学体育ギャ
ラリーや玉川大学教育博物館などに現存しているが，同
じ時代，体力の測定のために用いられた機器類は両施設
には残っていないようである。

図６．山越工作所製のコリン氏握力計（左図，山越，1931）とスメッドレー氏握力計を用いて力量の継続的変化をカ
イモグラフに描かせている様子（右図，山越，1933）

図７．1879（明治 12）年頃の「諸局部測定用器械及び
測定図解」の中の握力計（大櫃，1999 より引用）

図８．Verdin のカタログ（1895 年からそれほど遅れな
い時期に発行）に掲載されている握力計（下図）。上図
はこの握力計を使ってカイモグラフに記録しているとこ
ろの説明図。
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7. おわりに

本稿では，日本における握力計と背筋力計の利用を，
時間を遡る形で検討した。世界に目を向ければ，機器を
用いて握力や背筋力を測定する歴史は，Régnier の 1807
年 ま で 遡 る こ と が で き る。 そ れ 以 降，Collin 式，
Smedley 式 へ と 続 く 歴 史 的 変 遷 は，Hunsicker and  
Donnelly（1955）によって知ることができる。そこには
フランス人 Régnier の考案した鋼鉄のバネを用いた握力
計をはじめ，時代を画する方式の握力計が図示されてい
る。彼らの論文から引いた Régnier の鋼鉄バネ製の力量
計（Régnier spring steel dynamometer）を図９に掲げ
た。楕円形の鋼鉄バネで作られたこの力量計は，握力の
みならず両腕を引く力と背筋力を測定する機能も備えて
いた。図４で示した Stoelting 社製の力量計はこの構造
を直接引き継いだものと言えよう。

前節の図７に示した握力計が日本で最初に使われた握
力計なのだろうか。時代は少し下るが，東京帝国大学の
心理学教室では，図７とは異なる方式の力量計を導入し
ていた。現物は残っていないが，同心理学教室で使われ
ていた機器類は，東京帝国大学文科大学心理学教室編纂

（1910）の『実験心理写真帖』によりおおよそ知ること
ができる。それによると，「感情の実験」のところに図
10 に示す力量計が掲載されている。丸い円盤部分はタ
ンブールと呼ばれるもので，中に張られた膜が圧迫され
ると空気が圧せられ，「ヘ」の先に付けられたゴム管を
介してカイモグラフのツメを動かす。それと同時に，「オ」
の針も振れ，「ワ」の目盛りから振れ幅を読み取ること
ができる。力量は，「チ」に親指の腹を当て「リ」に人
差し指の側面を当てそれら 2 本の指で上下に押し込むこ
とで測定する。「ル」の金属円筒の中にはバネが入って
いてそれが圧せられる力を測定する仕組みである。

現存する東京大学文学部心理学研究室の備品台帳に
「握力計」の購入記録があるが，この指力計を示してい
る可能性がある。購入年月日は「1896（明治 29）年 9
月 27 日」で，図７の体操伝習所のものより十数年遅い。
備品台帳には，「疎開にて消失」と付記されている。大
槻（1911．p.507）はこの機器を「指力記器」と名づけ
ている。心理学の ｢ 感情の実験 ｣ においてこのような力
量計が用いられた理由については，理解が難しい面もあ
るかもしれないが，20 世紀初頭に実験心理学の教科書
を書いた Titchener（1905）を受けたものである。一定
間隔で最大力量の表出を求めると，快感情を引き起こす
条件下では最大力量の回復が顕著に認められるが，不快
感情下では回復力は低いとの見解である。

日本に残る古い力量計を追う作業は今後も進展する可
能性がある。握力計や背筋力計は比較的一般的な機器で，
しかもそれほど大きくない。個人蔵，あるいは収集家の
もとに現存しているかもしれない。体育関係の文献資料
の探索と合わせて今後の検討が期待できる。
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